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m 8伝 病JJ�i J政秘的後胞によるメロンの州徴発射

メロンがんしゅ州が�tr?QtomJ�es sp.によって起こることはこれまでの

検討で|り!らかとなった。 イメ病はt治伝染性病 '，l�であり、 その病徴はまずlJ

初に似部に別れる。 また、 地仁f'iISにおいてい物体の災常を舵認、できるflN WI 

には、 すでに地ド郎での州勢は予似以仁に進Ji�している場合が多い 。 - - )J、

メロンがんしゅ病のがj徴の発別械fllについてはlリjらかではなく、 これらの

ことは劇場でのみ;州の診断や分断的の病)J;i性試験 、 および汚染上波による

発病ぷ!験などでの調査H与WJを決定することが難しく、 調査の時期がその結

裂を);_れすることが懸念、される。 さ らに、 その発病を倣認するには必ず114

日I�をfill収する必要が，Iうじてくる。 したがって、 先'1: 'J:.態の解明や効率的な

発病l試験をWJJlliするには、 メロン柏物体上でのみ;病の州徴発現の特徴を出

出することがîfI裂であると4考えられる。

このことから、 本立では病以j武線的接極後のがんしゅfI'Ĵの病徴発刷の過

程を飢楽し、 本州の治伏WJ 1日!ならびに汚染上場に情極したメロンの発病と

生育状訓について検討するとともに、 民なった�l:_台ステージのメロンにお

ける先約の比l校、 および、 メロンの 地上郎組織への接樋による形態災常の

発別について検討した。

第1 trri �お.tr"t 11 Jのメロンへの ー仁嵯准注 . ä-J.介後極による発病

よ丸山11'のメロンの株ノじのl:境へがんしゅ病的を浪花し、 川辺仁sjと混合

することによって後服した後の発病状泌を調査した。

材料および/ゴ法
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ub試伝j 1米はがんしゆがJ 1泊B-7-2[泊4朱(Ta b l e 9) を} I Jい 、 ジャ ガイ

モ煎汁I白地( P S A j(1 1也I 2 8 )より本ぷを除く)で280C， 3 t.1 UIJ振とう塙貸

した的機(約1 0lØ cfll/ml)を後柿泌とした。

rb- mzの野菜は土をオートクレ ーブ殺出i後、 13 x 2 1x 9 cmのプランターに

詰め、 メロン(占111極: 健脚)の極Fを帰結して栽惜した。 本来2枚)長関WJ

にl株当りがJ 25 m 1の後極海{を株ノ乙に准注後、 Jitl辺I�境と混合して接樋した。

十支極舵物は25 '" 3 5 oCのガラス計11室内でよ支出し 、 接極7， 14， 2 4， 3 1f1後に

プランターより抜き取って、 桜台15におけるこぶ形成の有無と形成されたこ

ぶ数をその大きさごとに I調べ、 発病状況を比11攻した。

1 Irrlの調査に2 {1Mのプランター， 8"'1 0株のメロンを供試して、 同級に

無後tlÛ r豆にはよ内地のみを後極した。

川水

結*はTable 49にぶした。 接間メロンは接樋7 11後までは発病しなかっ

たが、 J支祁14 11後から9株'11 8株(88 .9% )にこぶの形成が認められ、 そ

Table 49. Occurrence of root tumor of melon by pOllI、ing and mixing 

inoculation with the pathogenic泣段目盟辺皇室 sp. 

Ðays No. of No. of root tumors / plant 

after diseased 一一一一一一

lnoClllation plantsa) Size of tumor (mm) 
く2 2-5 5- 10 1 0< 

一 一一一一一 一一一 一 一一一

7 o / 10 。 。 。 。

14 8/9 2.3 0.4 。 。

24 8/8 18.6 0.4 0.1 。

31 10 / 10 42.1 5.1 0.4 。

a) Number of diseased plants / number of inoculated plants. 
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の太きさは2 mm以ドの小jT!のものが主体で 、 形成こぶ数はl株 、liり2.7制

と極めて少なかった。 その後、 I1数の経過とともに発病株卒、 形成こぶ数

およびこぶの大きさは地1JIIし、 後間24 11後には全般.Nt株が発病した。 また、

形成こぶ数も僚組24 "後では後組 14 "後のがJ 7 {��iに迷し、 さらに、 ほ極3 1 

Il後では岐極24 11後の約2.5倍に応I 1JIIした。 形成こぶの大きさも、 後種後

の11数が経つにしたがい徐々に大型となった。 なお、 無後組[垣においては

いずれのIV荷台11与J0Jにおいても発病はみられなかった。

第2節 出荷l 後手!(!汚染L境における裁.t{'fメロンの発病

がんしゅ病的をあらかじめ出羽|した巧染上泌に メロンを帰服した場合、

その後のメロンの生育と発病状況を飢策した。

材料およびJj 法

供試がんしゅ病菌はB - 9 - 1菌株をmい、 J支極狐は�f� 4卒第5節と同

様に調製し、 約107 cfu/ml の的被とした。 供試よI袋はdï !似の床�L (尚品

名: 日j[向�jò �I二)をオートクレ ーブで殺出j後川い、 上記のJ友栂源を(共試上場

に対し0.05% (V/V)泣となるように混和後降した後、 殺菌したl自任1 5 c m 

の 京腕鉢に詰めて栽I日間汚染イ: 境とした。 これにメロン ( 品種 : 健脚) 樋

子を1鉢 、iiり2粒情組後、 7日間隔で生内状況(葉数と草丈)と発病状況

を制査し、 さらに、 形成こぶ数をもとにFig. 15 およびTable 50に 示す被

富水準(ネコブセンチユウの根こぶ指数の算山法4 1 ) に準拠して作成)に

より発病皮の算/1\を行った。

試験は第l節と同級ガラス温主内で実施し、 対照( m� i.妄極)区を設け、

l凹の調査にそれぞれ1 0株のメロンを供試した。 また、 調製した後極汚染

仁壊を 15x 12x 25cmの服従j (似斜|而: 65 )交)にぷめIliJ伎にメロンを裁併し
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て、 7 I i IIU I何でこぶ形成部位とその状似を在日終した。

Disease index 

Disease index 3 

Disease ìndex 2 

Disease index 4 

Fig. 15. Schematic diagram of the infected plant as to 

each disease index for the disease severity 

by ar tificial inoculation with the pathogenic 
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Estimation of the degree of disease sever、ityin infected 

plants with the pathogenic StreptQmyces sp. byartificial 

inoculation 

Table 50. 

Disease index 

ハHU

'f-a

n/u

qべU

A斗A

Criterion (Number of root tumor formed) 

Not formed root tumor ( 0 ) 

Formed scant root tumors ( 1 - 20 ) 

Formed moderate root tumors ( 21 - 50 ) 

Formed many root tumors ( 5 1 - 100 ) 

Formed great many root tumors ( � 101 ) 

L (Disease index X Degree of 

disease severity = ハunU
 

-BEE-.
 

× 

Number of plants in each index) 

4 × Total number of observed plants 

果

16 発病皮の推移をFig.ロンのf番組後日数と発病株主事、汚染七段でのメ

ロンの生育程度の推メ1 7 発 病 株のこぶ 形 成 と 肥 大 の状 況を F i g .

桜箱栽I白におけるこぶ 形 成状況また、それぞれ示した。1 8 移をF i g . 

l丘ではいずれの調査時にもこぶの形( 1H� 僚組)対J!:日に /式した。1 9 をF i g . 

J&は認められなかった。

日後の汚染土境ではこぶの形成は見ら7 H後にIII芽し、ロンはf番樋3メ

(無接種)対照ロンはf栄が版関した状態で、このIk'i ftJJのメれなかった。

11ft種14円後では発病株主事が40%で、区との1i\Jに宅内ー の疋はi認められなった。

)杉JJ.X:こぶは小12! 発病度� 3 {I，�認められ、2 のものが1株当り( 2 m m以ド)

J番組2 1 1-'後からはJ友樋区のすべての株で発しかし、は10のl俺j主であ った。

その時期にはl株 、竹また、発病j支も77.5と著しく増加した。病がみられ、

� 5 mmの比較的大型のこぶも認められるよ2 仁のこ.ð�を11ラ)J.x.し、り90 {凶以

35日後からは発病度播種28日後にはさらに発病皮は増加し、

を示す極めて激しい発病状況となって、

うになった。

nHU
 

nHU
 

噌，BE-- 形成こぶ数も播極28円� 35 [ 1 

-EA
 
噌EaA4E・EA



後にが1 2 (;"fに急地し、 その数は49 11後まで徐々に明大した。 また、 形成こ

ぶのJJ巴火状訓は4211後まで科大きさのこぶ数でJ:1�Í )111 ft!1 Itljをぶしたが、 4911

後には2 m rn以|ごのこぶ数は42 11後より減少する(頃r(11がみられる - JJ、 2 mm 

以1:のこぶの占める制合が-flí:しくJ:11'4 )111した。
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Fig. 16. Developrnent of root tumor of rnelon after 

sowing in soil infested with the 

pathogenic StreptomyC皇室 sp. 

・-・:percentage of diseased plants， 

O-O:disease severity， 

↓:ernergence of seedling. 

-112-



nu
 
ハU.，aaA

 

nu

nu

 

nu

nu

 

n〈U

円〆臼

ザ
口
付
【
品

目)
ω
ω
ω
ω
ω

コ)

\

ω
'H
O
E
D
パF

JF
O
O
PH

相
O

0 

:z 

49 42 35 28 21 14 7 

Days after sowing 

D evelopment of the size of root twnors 

formed on diseased melon after sowing 

in soil infested with the pathogenic 

.s_trep国�.ê sp. 

Size of root twnor;口:く2，

図:5-10， 臼:10<(mm).

図: 2-5， 

Fig. 17. 

本 葉 数お よ び 草 丈 におは、18 ( F i g . ロンの生育接樋区のメさらに、

区との間(無償極)発病がみられはじめた幡極1 4 11後頃から対照いても、

なる(頃それは栽情円数とともに徐々にその差が大きくにtn �主が認められ、

それぞれ草丈においても約30cm、49日後には本葉数で約2枚、向を示し、

劣ることが確認された。

日後まではJ番極7でも、1 9 ( F i g . ロンの鋭終結呆

こぶの形成はみられなかったが

桜箱栽培メ方、

1 4 1 i後には似の伸展とと19 -A ( F i g . 

-113-



75 

グOー/J . ， 

メ

E 
E 

..c 50 
+-' 
bll 
ロ
Q) 

+-' 
C 

� 25 
0... 

5 

15 

ω
ω
〉
ω
ω

ω 10 
bll 
ro 

-

o

h

i目

。

O 
;z: 

3 7 14 21 28 35 42 49 

Days after sowing 

Fig. 18. Growth of melon sown in soil infested 

with the pathogenic Streptomyces sp. 

and that in uninfested soil. 

.-.: infested soi 1， 

0- 0: uninfested soi 1， 

↓:emergence of seedling. 

- 1 1 4-



ー
]
]

印

!

Appearance and development of root tumor、s on the roots of melon plant sowed in 

soils infested with the pathogenic Streptomyceâ sp. causing root tumor of 

melon on root box cultivation system. 

7 (A)， 14 (B)， 21 (C)， 28 (D) and 35 (E) days after sowing. 

Fig. 19. 



もにt似と - -沙〈分岐似の分岐部にhAやVjに小さなこぶ状のj肥大組織があ(か所

i認められ始めた(Fig. 19-B )。 さらに、 21 1I後にはこれらの日IS fú:に形成

されるこぶ数も1i') )JIIするとともに、 初WJに形成されたこぶ組織は肥大が進

んだ(Fig. 19-C )。 また、 このじ只には ー次分以桜から分岐する て次分校

板の分岐部においても、 こぶの形成が認められるようになった。 帰陣28---....

35円後までの観察で、 必1(1 r 1数とともにこぶの形成は地)JIIしたが、 新らた

に形成されるこぶはそれぞれの般の分岐部をrl'心に形成が始まる場合が多

くみられた(Fig. 19-D，E )。 また、 これらのこぶ組織は次第に肥大が進

み、 一万ではそれぞれのこぶの雌合によりがんしゅ刈:状を主する場合もI沼

められ、 1:似や ・抄く分校似ではこぶが辿鎖した状態となって、 典型的なが

んしゅ病の病微を呈するに至った。

第3節 見なった生育ステージのメロンにおける発病

後極n与のメロンの生育ステージとがんしゅ病の発病状況との関係を検討

した。

材料および万法

供試仁Jii ， 供試出i株， 後極源の調製， t友極的長， 供試メロンの品位， 栽

培条件および調査店法は11方針jと同級である。

wなった生育ステージのメロンを仰るために、 殺菌した供試上土産を詰め

たビニールポット(日主任9 cm， 代ほ300 ml)に、 1ポット当たりメロン種

子2約ずつを7 1:1 1間隔で帰樋した。 病JJÌ{的の後樋は、 J器種後o (崎樋とrr-�J

時に接組)， 7， 14， 21， 28， 35n齢のメロンをポットの土を付けたまま、

予め混不日後極して汚染させた上墳を詰めた素焼鉢( l直径1 5 c m， 容足1 ， 000 

m 1 )に移植することによって行った。 なお、 後極討Jí1 lJはポ ットの全士J.ßに
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対し 0.0 5 % (V/V ) となるように換外した。 1試験!;;{ 、ljたり1 0株のメ

ロンを供I;Äし、 僚組後松川を続け、 それらのづ� �Ij_j調作は桜Ht 30 [!後にJihtli

した。

結 *

桜同lI，ffの'l::_育ステージが見なったメロンにおける発病状制は、 発病株半，

発病j主および形成こぶに ついてIUI� ftし、 発病株本と発病j交はFig. 2 0 に 、

こぶの形成と肥大の状況はFig. 21 に、 それぞれ ノJ"\した。
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Fig. 20. Occurrence of root tumor of melon by 

inoculation with the pathogenic 

_S_treQtomyceâ sp. in different growth 

stages of the plants. 

口:percentage of diseased plants， 

図:disease severity. 
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接結したメロンは、 後極時の掃樋後I!数がo �3 51j齢のすべての区で発

病株主� 1 00 %を心した。 しかし、 発病皮はO日齢と7口齢のメロンで47.5

を示し、 他の区に較べ低く、 1 4  fl齢で最も高く、 その後、 後種時の生育ス

テージが進むにしたがい低下する傾向を示した。

形成こぶ数でも2 mm以ヒの比較的大型のこぶ数は、 2 1日齢までは差異が

みられず、 それ以上の円齢では著しく減少した。 また、 2 mm以上のこぶの

剖合は、 接極と同時に帰極したO日齢のメロンで高く、 7日齢では減少し、

21 El 齢までは差がなかったが、 2 8日齢以上のメロンでは急減した。
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!A14節 メロンの地上部組織への後純による形態のYé常

メロンの地上部組織へ病原脱線的を法人僚組した場合の形態I�の変化に

ついて飢策した。

材料および)j法

メロンの 供試JHII樋とよ支出土境、 がんしゅ病的の供試出i株は第2節と!日lじ

である。

がんしゅ病的-の後種源には、 的糸懸溺液と胞子懸溺;伎の2極を;:uいた。

菌糸懸溺液(約 107 cfu/ml )は第2節と同岐に調製した。 胞子懸:濁I伎は

第5章第1節に述べたJj法により作製して約10'( cfu/mlに調整した。 後

極は本.M 3 '"'"' 4枚j民間|時のメロンの)庄l何1I (地際より約1 c m上自f�)， 茎(第

1菜の節よりが) 1 c m上部の節間)， 葉柄(第2 *の節より約2 c mの部位)

に、 l株当り1部位1点、 1点当り0.08mlの後極源を注射器により注入後

極した。

接種tl立物は各接種部位当り 10株を供試し、 滅的;Jくを接種した対照区を設

けた。 約250Cのガラス温室内でぶ附を続け、 俊平重後5， 7， 1 4， 2 1， 28日

後に接極部位における形態異常を示した他物数を調査した。

結 果

J支樋日f�イ立における組織の形態以常の発刷の推移をTable 51に IJえした。

菌糸イ本懸濁液による後種では、 すべての後極的位において肥大や亀裂を

呈する形態異常を認めた。 とくに、 j任期JIにおいて後樋5日後までに20.0%

の形態w常を認め、 7日後で 90.0%、 さらに、 1 4日後までには全段極植物

が形態の挺常を示した。 異常の発現の始まりは服申11においてよ誌も早く、 後
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Table 51. Appearance of morphological abnormality on different parts 

of melon injected with the pathogenic Str皇Q_tO!!!yçß� sp. 

Inoculated Days after inoculation 

Inoculum part 

of melon 5 7 14 21 
一一

Hypocotyl 20.0d) 90.0 100 100 

Mycel i um Stem (internode) 。 。 100 100 

Petiole 。 20.0 100 100 
一一一一

Hypocotyl 。 。 40.0 40. 0 

Spore Stem (internode) 。 。 。 。

Petiole 。 。 。 。

a) Number is the percentage of morphologically abnormal plants to 

inoculated ones. 

28 

100 

100 
100 

70.0 
。

。

組5 11後からみられ、 次いで葉柄であ ったが、 14 11後までにはすべての後

種間� 1\'Lで 1 0 0%の発現率に迷した。

ーノj、 )胞子懸溺被による後栂では、 茎および葉柄において接極28口後ま

でに形態の民常はみられなかったが、 月五判!では14 n後から4 0.0%の接種部

位で形態の疑常を認め、 2 8日後までには70 . 0%の剖合に増加した。

接種2 111後のJ友種存I�仙の状況をFig. 22 に示した。 後極後の形態の異常

は、 )]モI!ql，ではまず後他人lLをIjJ J[ンに小さな裂けUを生じ、 やがて、 組織の肥

大にしたがって大きな亀裂をともない、 その郎分の組織は見常に増地した

伎mを呈した(Fig. 22-A )。 また、 茎(Fig. 21-B )と葉柄( Fig. 21 

- c )では後陣白I�の組織が肥大し、 その後こぶ状となるにともない皮j百の色

裂が発11-:した。

なお、 本試験ではすべての対照|正において形態異常は認められず(F i g . 

2ト0)、 また、 いずれの接崎区においてもメロンの服部にはこぶ形成など

の症状は確認されなかった。
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Fig. 22. Morphological abnormality on different parts of melon 

injected with the pathogenic Streptomyceâ sp. 

Hypocotyle (A)， stem (B) and petiole (C) inoculated 

with the inoculum of mycelial suspension and uninoc­

ulated hypocotyle (D) at 21 days after injection. 

第5節 考 察

メロンがんしゅ病の発病は、 立毛中の栽培メロンに接種した時でも汚染

土壌に直接播種したメロン(播種3日後に出芽)においても、 病原放線菌

とメロンが接触した7日後までは発病しなかったが、 14日後には直径2 m m  

程度のこぶが主根と一次分枝根との分岐部に形成された。 このことは、 本

病の潜伏期間が約11--- 14日であることを示している。

こぶの形成は発病初期ではとくに主根から一次分枝根が発根する分岐部

に多くみられ、 その後の日数の経過にともなってさらに高次の分枝根の分
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岐部を111心に)f� J点されていくものと与えられた。 また、 形成こぶ数はメ ロ

ンの'1=. fìにともないあるIkJf WJまではNi )JII傾向を ノJ\すものと出われる。 すな

わち、 メロンが病b目的と.j�触してから421l後出までは新たなこぶのj杉成も

活発に行われるが、 49 1I後には2 rn m以ドの小引のこぶが4211後より減少し

ていることから、 メロンの生命- がある紅位進行すると広rrしいこぶの形成は

低下し、 その後はそれまでに形成されていたこぶ組織が徐々に肥大し、 病

状がj住民していくのではないかと考ー える。

本実験においては、 このようながんしゅ病の逆)L�状況下によっても、 メ

ロンは帰純49 1I後までに去さちようやれii死には宅らなかった。 しかし、 それ

らの生育はが050 1I 1111の法的において健全なメロンと比較した場合、 草メ;で

約40 %、 ;定数でも約15 %の生育抑制を受けることがl確認され、 発病メロン

では節目IJが短くなる傾向がいlえた。 また、 このことはメロンの茎の(L/l 長が

水のl段収11に左右されることから139\ 催病メロンでは版部のこぶ形成に

よりI倣ノ'k 111が低下していることを示唆しており、 メロンはその後の病状の

進Jt�によってはIj- ' III 9 t> ) の報作にあるように萎ちょう症状を起こすものと

考えられる。

接槌H寺の生育ステージが児なったメロンの発病において、 {醤極後14"'21

円齢の他物体で最も激しく発病し、 それ以降のfJ齢では加齢とともに減少

していること、 ならびに、 形成こぶ組織の肥大状況なとの結果から、 本病

はJ番極40"'50口後頃までのメロンがとくに発病しやすく、 また、 移植j長崎

より汚染上墳にH立法帰陣したメロンの万がこぶ組織の肥大が速いように推

架される。 一方、 帰極後14口齢よりど7いメロンに接種した場合に発病程度

が低いのは、 メロンの似の生育紅j交が影響しているものと忠われる。 すな

わち、 幡随後齢の石いメロンでは線系の発達が不十分であり101\ こぶ形

成の 111 心となる分校 般 の分11庄内 1 が少なく、 感染の成立が遅れる 可 能性が 考

えられる。

また、 メロンの般の生育適温は ‘ パールメロン ' が340Cであるように 一

般 には比較的高く 4 7 ) 、 一方ではがんしゅ病的の発育適温が300C前後(第

一122-



4草)であることから、 1-:上露出j去が""'1い11、'j JU1にはメロンの似系の発注も辿

く、 病J�(欣級以iの治性もllIいことがノJ� I俊される。

このようなことから、 メロンがんしゅ病の先生ね皮はL境i[lIt J�とメロン

の似系の形成状況に省後に影響を受け、 似が71Tj発に分IÚ�して似系の発注が

著しい時Wlにとくに激しく発病するものとjUわれる。

ジャガイモそうか病においてLapwood and Adams74lは、 ジャガイモの塊

茎がミtr�ptQmyc豆s _ê_Ç_abiesに対してj形成初JU�の6 "-' 8 [1聞はJ底抗性である

が、 それから約6 1-.1 11り は111 tic jドl:が低下し、 その後çlJび低抗ノJがj二昇するこ

とを!J\し、 この反応は、 ジャガイモの節!日jでの加齢にともなう気孔から皮

!jへの変化の永11;*であることを縦告している。 また、 サツマイモ山，� +，fî病的

S. i_p旦!!!Q �a� ついて、 Clark and Matthe\Vs1lll はサツマイモのひげ般にお

いて並似11笠から直後民人する場介と表皮市111 胞の縫合部より侵入する場介が

あることを観察し、 内村 ・ 工必I ø ø )は、 Ir:iJ的が サツマイモの茎と葉柄にお

いて 主 に 気 孔から侵入することをl切らかにしている。 しかし、 メロ ンの根

には気孔や皮! 1などは存(f:せず、 本災!験の観察結果からは、 メロンの桜が

分l岐 ・ 発似する際に形成される倣地溝7 S I 7 I ) が本的の侵入 ・ 感染の場と

なっているものと推察される。

jJ、 本病JJ�i的-はメロンの地上自ISへの接種郎仙においても組織の肥大や

亀裂などの形態災常を起こす病原性をイ1することがl切らかとなった。 また、

その形態見常はJ]主'Plllにid-も発現しやすく、 次いで装、 栄柄の順であると考

えられる。 さらに、 的糸懸濁液とj胞子懸溺被による後極的体の差民におい

て比較すると、 任期11ではほi糸体による接種5 1イ後に形態の異常が発刻した

が、 胞子 接種では14 n後に初めて児常がみられ、 |りjらかに菌糸体の方が形

態異常の発現ノJがl匂く、 この傾向は後極28口後でも認、められた。 とくに、

茎、 m柄においては菌糸体後砲で14 11後までに 100%の形態災常を認めた

が、 胞子では28 n後までまったく災常の発現はみられなかった。 酒井 ・ 美

濃I 1 6 )はテンサイそうか病に関与する2 "-' 3の病原�1L旦旦主旦旦ヱC旦l? ]/�的ー が、

テンサイ恨およびジャガイモ塊茎の病斑古ISの街変誘導および肥大誘起物質
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を�t Pとすることを凶作している。 メロンがんしゅ州のがj徴とみ;試験での組

織の川市肥大の先別状訓から、 イメ病JJ;( j政総l泊もメロンの示111 J胞を地�iさせ、

組織の)J日大を促すイIÚらかのI誘|大|物質をJ)tk生しているIlr íìË '↑'1:が卜分にJ7えら

れる。 また、 I�i ;糸体銭的の}jが形態川市の発JJL )Jが催ったことからも、 InH

久体である胞子より5社長細胞である的糸体の}jが増地が速く、 誘[bJ物質の

産生もいいのではないかと出われる。

別夜、 分離脱線l足iががんしゆがjの病IJS(的であることの検定には、 分離脱

線出iを1Î'í 1-: fllÏ物の株ノ乙に 准 H: t友泊するJJ法を夫胞しているが、 このJJ 法で

は本試験結*でも!り!らかなように、 がんしゆがI iÆi と 判断 で き るまでには後

極後少なくとも14"-'2111 れ皮のJUj 101が必要で あり 、 また、 桜台ßのこぶjf三成

の状態を(l{1{認するためには、 tlr'i物体をよ主的t h�から取り11�さなくてはなら

ない不自IS í今な点が存在する。

ジャガイモそうか病的の病JJ;1性倹店法についてはいくつかの試験報告が

あり:， :， 3 ) 、 H 0 0 k e r � t a 1 . 3 '( ) は ジ ャガ イ モに州 原 料 を 有 する 菌 株 が 茎 に

ネクロシスを起こすことから、 この別象を 病以fÞ.の検定やJHi樋低抗性の険

定 店 法 に 利 川 す る こ と を 報 告 し て い る 。 ま た 、 川 代 ・ 4公 j壬 1
4 S iはこれらの

知見をもとに、 さらに簡便な病原性の検定方法を挺不している。

メロンがんしゅ病的においても、 メロンj注州部への的糸体接種は多民の

接紐泌を剥製する必要がないため、 分離I白地Lに出射した コ ロニーの懸濁

液を直接t�極することも f lJ能 であり 、 その 結果 もt�極5日 "-' 1 4日後に判明

す ることから、 メド病日目的ー の簡易検定法としての不1)川が考えられる。 さらに、

後極後のilnt 1支条件を変えることによってより知WJ I日jでの判定も可能となり

また、 JJf !何1I ftlS 以 外 の 桜 純 白15 位 についても形 態 �J� '�i�の発射ギが高まる条件設

定によって、 少数の供ぷ他物により[I，J 11寺に多数の菌株の検定が可能となる

ものと出われる。

今後はこれらのがj徴発射の特徴をもとに 、 長プj半良い病原』ド1:検定法を佐立

するとともに、 ��J原脱線的の侵入行動と病徴の発現機構を解lりjすることが

必須の課題である。
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第9 <1 脳病般における病以j政秘的の{{ (1: f/rl�イなと組織学(�J変化

前市で本病の病徴の発JJl伎tllの特徴をJ友樋試験によって明らかにした。

このような病徴発刷機椛の解明にl刻辿して、 催州版における病問i的のι布

部位と組織の変化を矢1Iることは�ll �であると出われる。

したがって、 本車ではこぶ形成にともなうメロンの似部での病原脱線的

の存!I: &I � 位と組織学的変化を ゆ!らかにする[j �)りで、 光学顕微鋭とよË査型電

子顕微鋭によりa陥病似日ISの解t�IJ学的な在Jl終を行 った。

第1節 現地発生汚染仁上高によって発病し形成されたこぶの鋭築

まず、 1'[然発'1:の汚染t:土産で発病させたメロンのこぶ組織の切片につい

て、 病原菌の存花部位と組織学的変化のの観察を光学顕微鏡下で行った。

材料および万法

熊本リrL球ぽ� (]ß錦IJ1Jのメロンがんしゅ病発生岡場より採取した汚染土泌を

直径30cmの素焼鉢に入れ、 メロン(品種: 健脚)を播種してガラス温室内

で栽附した。 J需，H140日後に根部をJ采り、 山径約2 mmのj伝成こぶを集めた。

こぶ組織は十分に水洗後、 FAA N 0 • 1 (蒸留水: 無ノkエタノール: 氷酢酸

:ホルマリン= 45: 45: 5 : 5 )液円Iで24時間固定し、 N-ブチルアルコー

ルー無ノkエタノールーぷ留ノkの混合液の段階浪皮系列で!B�;j( . 透徹処理を

イ丁った1 4 1 )。 試料は常法1 4 1 )により厚さ1 4μmのパラフイン切片とし、 チオ

ニン ・ オレンジGにより染色1 3 4 )後プレパラートとして光学顕微鏡で観察

した。 また、 健全桜部についてもrlj]伎にプレパラートを作製して鋭終を行

った。
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観察結果はPlate N， Vにぶした通りである。

チオニン ・ オレンジG染色による特拠出Jな染色I 3 4 )組織は、 健全似部で

はみられなかった(Plate N-1，2)。 一万、 こぶ組織では、 こぶ( T ) の

表而郎分と表皮( E P )の細胞liIJ líJj{、 ならびに、 桜(R ) とこぶ組織の境界

部分において川郎的に泌い紫色の染色白15が認められた。 こぶ組織の内部で

は維む点桝造物(v s )のJ，'ìJ f1Hの組織が紫色に染色されていた(Plate N-

3，4)。 また、 こぶ組織'11に分校似( B R)が含まれる一部の辿続切)J1ー では

分校似の表層にあたる組織( I日"1 心付のまわりの組織)が紫色に染色され

ている溺合も多かった(Plate V-5�8)。

こぶ形成にともなう似部の組織学的変化を健全桜部(Plate N -1， 2)と

比較した場合、 J催病級では恨の内j支( E N)と内鞘(P E)および皮層( C 0 ) 

の内側部分にあたる柔組繊細胞が異常に培殖した細胞組織( H P)と、 皮層

の外{J!lJ部分にあたる細胞が大きくなった細胞組織( H T)からこぶ組織は構

成されていた(Plate N - 3，4， Plate V -5� 8)。 また、 こぶ組織の中心

部分には不規則な配列の維管点構造物あるいは分校恨が認められ、 とくに、

それらの川辺組繊細胞の増生が顕著であった。

なお、 椛病組織ではでんぷん粒( S G )を含んだ細胞はほとんどみられな

かった。

第2 rm 病原的後極によって発病し形成されたこぶの観察

分離した病原放線菌を1!民菌条件Fで裁培したメロンに伎極し、 発病した

メロンの似部を走査型電子顕微鋭により飢終した。

材料および方法
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1 . Aお!，，'I;メ ロンの発がjによるこぶの)f� )lえとîtlL終l試料の，1J�棺法

がんしゅ病以iはB - 9 - 1 l�i株(Ta b l e 9 )を、 j長!t'íメロンはr'n'1 Ht: 位

l肉lをりしぶした。 また、 すべてのI試験に刈H日( 1!\\佐川) 1><を設けて比較した。

試験- 1 : Fi g .  2 3に ノf\すように、 'Î式!検作( p' {作18 x r'，'�j さ18 0 m m)の"1

に15m lの1 . 2 %本ぷ合イjハイポネ ックスlt'j地(ハイポネ ックス 0.3%， pH 

7 . 0 )で斜面を作り、 そのI白地ぷ[(1ïにろ紙を敷き話め、 試験管の底部に1 0 

m 1の 0.8%定メミ合イiハイポネ ックスIff地を注入し、 そのrjJヘメロンの似を

進J.t�させることにより刷物体の文持と長分補給を行った。 試験管[ J 部の出

地卜.にぷ[Iíí '殺出iしたメυ ンの純子を1粒情極して、 管r Iをアルミ箔で巡っ

た。 280Cの条件ドに位き、 発!J後子Mを試験??の外に誘1;1し、 目玉判のまわ

りの試験作のIIをパラフィルムで従って舶物体を1 ，'il )_とした。 メロンは似部

を遮光して、 2 8 oC， 1 4 [)，'j IHJ J照明の陽光定i&1i器内で裁附した。 准ノkは試験管

'11のノ'l< 1 \'Lが ー定になるように随時滅的ノ'k (pH 7.0)を補充した。

がんしゅ病的の按樋は、 第5章第1 YrîのJJi去に準じて調製した約103cfu

Sterilized water 

1.2% agar-Hyponex medium 
0.8見agar-Hyponex medium 

Fig. 23. Schematic representation of the culture of melon on mediwn 

in a test tube (18x180 mm) to obtain diseased roots without 

contamination. 
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/ mlの胞子懸治�液を、 よ文明試験行内のみ;浜 1 枚以IÆ WJのメロンにd::人し、

この的被に似I}I�を2 80C， 1 211，'j IIH �_d:出して行った。 後楯後はその的泌を政き

取り、 j実情を継続した。

按樋1 2'"'-' 1 4 [ 1 後に、 ::1: rllに縫Uiしている似仰に形成をみたl立径約1 '"'-' 2 

mmのこぶを係取して試料とした。 なお、 対照( 1m 伎種) [丘のメロンでは似

の分岐部を探取した。

試験- II : がんしゅ病的は、 安� 4 章第5官i'iと同ー の方法により調製した

菌糸懸溺液(約107cfu/ml)を殺的したdi販のは上(尚品名: 宮崎焼 -1: ， 

p H 6.8)に0.0005%(V/V)ほとなるよう1:場出利後樋した。 後極t壌

は殺長jした試験管( [自任70 xμさ180mm )に詰めてメロンをl粒措極後、

試験- IとIrリ伎に試験管のr 1を従い|場光定泌総|人jでよ北町した。 准ノkは上上長

ぷ而が乾燥した11、?に滅的水を注人した。

試料は播樋30 U後に，]，j 試験と|行!伎に保取した。

2 . λË査型'屯子顕微鋭による飢終

段取した試料はO.1 Mリン酸緩衝液(pH 7.2)で洗浄し、 2 %グルタール

アルデヒド11:)で5oC， 2411寺間以仁， さらに、 1 %オスミウム酸巾で5 oC， 

2 I時間の二亘回定を行った。 常法1 II 2 Jにしたがい上昇エタノール系列で脱

水して臨界Ó，乾燥後、 金ぷ着を行いλË 1主主!電子顕微鋭で飢策した。 また、

組織の|人j部鋭終にはスチレン樹脂剖断法1 l] 2 Iにより剖断lfâを作製した。

結 *

試験- I : Plate VI， VIIに飢終結*のり兵をノ戸した。

恨部に形成されたこぶ( T) は主に似( R) の分岐部の組織が肥大した

もので、 分岐部には病)J�{脱線的が多く存花していた(Plate VI -9， 10)。

すなわち、 こぶ組織では表皮( E P )の表町、 および、 分岐線( B R)の発似

により皮J� (CO)が裂けた部分(破域潜75.171) RU)の内皮( E N)表面

に放線菌の増殖した菌糸が多く認められた(Plate VI-l1，1 2)。 しかし、
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こぶの刑大にイ'I�いこぶ組織を鎧っていた内皮(こぶのぷj支)が岐り裂けて、

その内部より鉱山した肥大栄組織( II T )の細胞のぷ[(IÎには政級以lはほとん

どみられなかった(Plate VI-13 ) 0 -}j、 こぶ組織から雌れた似のム1(li

を飢策した結浜、 !I=Ó m� I刊に脱線的の出ï ;糸やj胞子は存在したが、 その的h1は

こぶ組織よりも�:しく少なく、 一回をl泊糸が鋭うことはなかった(Plate

VI-14) 

こぶ組織の主rj Iifr r自の色�L主主の結民、 形成こぶの多くは組織内に分校似また

は維管点柿造物( v s )を合んでいた。 こぶ組織では恨の内皮， 内鞘および

!支層の内側部分に純白する柔和l繊細胞あるいは分岐似の維管点構造物のJI可

四の柔和l繊細胞が-lfしく地生する( Jttl ' 1: 細胞 組 織 : HP)とともに、 こぶの

表層部分(皮)0の外側部分の柔組織)の細胞はj肥大していた( Plate vn-

15， 1 6 )。 また、 こぶ組織の増大にともないj支j伺組織にrl! -*する肥大細胞

はこぶのよ)� (似の表皮あるいは分以似の前長皮やF人) J支)を倣り、 その系11

*、 こぶの炎l白はイボ状のj肥大細胞が露IHした係fliを Iifした( Plate vn-

1 7 )。 このようなこぶMl織では、 こぶの長居'の1 '" 2 JùJ I!における剥離前

のぷj支や皮j討のぷI(日とそれらの細胞!日J 1以にのみ、 脱線的の菌糸の存.(Eが佐

認された(Plate vn -18 )。

なお、 m�接樋のメロンの服部には本病院{ J波紋r�îの存花はみられなかった

(Plate vn-19，20)。

試験一II: 飢終結栄はPlate Vlli， 医に ノ片した。

椛病似の表lÎliにおける病原j波紋的の分布状訓は、 試験- Iの結wとほぼ

同僚であった。 すなわち、 恨部のぷl国では破壊潟を"-1心とした部位に政線

的が作必し、 こぶ(T) 組織のぷj支( E P)上に瓜1植した幽糸が多くみられ

たが、 飢策される的11は前試験より全体的に減少していた(Plate Vlli-21 ， 

22)。 しかし、 その表j立が裂けて露11\しているこぶ表層の肥大した柔組織

(肥大細胞組織: HT)系111胞の表而には、 脱線菌はほとんど認められなかっ

た(Plate VllI -23)。 また、 その分岐部より離れた桜( R)のぷ出でもj点線

歯はほとんとみられなかった(Plate VllI-24 )。
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こぶの万1)断|自の観察の車内-*も前試験の結果と大差なく、 こぶ組織は似の

内皮、 |勾:Míおよび皮j白i (C 0 )の内側f'ilS分にHJ米する系111胞が増Fヒしたえミ組織

(地坐細胞組織: HP)あるいはこぶ�:ll織IIJに l沼、められる維管点儲造物( v S) 

同凶の増生した柔私l繊細胞、 ならびに、 こぶの-k脳部分の肥大細胞組織か

ら構成されていた(Plate Vlll-25 )。 また、 それらの増生組織はこぶ組織

の表Jrjを!被り、 さらに、 表面に滋出した肥大細胞によりこぶの表面は細か

いイボ状の粗槌な精造を呈していた(Plate Vlll-26)。 こぶ組織中では、

病j反政秘的はこの場合もぷj支とj支j国のぷlflÎ、 ならびに、 それらの細胞!日j隙

に菌糸の形態で存花していた(Plate 医-27-----29 )。

なお、 1!l�接極区においては、 本病民〔的と!記われるものは舵i認されなかっ

た(Plate IX-3 0-----32 )。

第 3 節 母 娘

光胤および主査電顕による観察結架から、 メロンがんしゅ病病原放線的

は催病似のこぶ組織の表面部分、 すなわち、 恨の長皮の衣rfIíおよび発桜|侍

に皮j百が裂けた部分(破壊溝) '( 5 . I '( I ) の内皮と前皮J�の表面に集中して

存在しており、 こぶ組織の内部ヘ深く{長人することなく、 こぶ表面からl

"-' 3 J�の細胞間隙にのみ存在していることが明らかとなった。 また、 催病

した根自ISでは主に菌糸の形態で存点しているように考えられた。 一方、 自

然発生こぶの一部では、 こぶ組織内の維管束借造物周辺系111胞や分校恨の表

耐部分に当たる自IS位でも微生物の存布が 示 唆された。 しカか=し、 接種したJ

病メ口ンにはそのような;郎百邪iイ位立に微生物のf存字在はみられなかつた0 このよう

な結以は、 観察した試料の病勢の進版状訓や発病環境によるものかも矢IJれ

ない。 また、 牧野ら8 6 ) は健全メロンの茎組織内から多量の細菌(内1't細

菌)が検出され、 それらは般市ISから移動することを示唆しており、 自然発

生こぶではこれらの内在細菌やこぶの外へ発似した分校根の表面に沿って
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こぶ組織内へ{公人した他の微生物が染色されているIIJ 能性もある。 これら

のことから、 この)，1、lに ついてはI洋利!な4尖I討を製するものと考える。

Kamiunten and Suga4匂) は、 コサ ッ クメロンの株ノ乙に准�l: i� H!して形成

されたこぶの脳神切片の透過型泣子顕微鋭鋭終において、 多数の脱線的細

胞がこぶの表皮から2 "-' 3胞の細胞内に観察され、 それ以外の部位では認、

められなかったことを桜告している。 本試験において、 j政線的ー がこぶの.#..

J�でのみI認められた点に ついてはこの飢終結果と[ñJ伎であったが、 細胞内

部での存{{のイj jlltにおいてwなっていた。 また、 Kamiunten and SugaJ日}

は、 それらの的体は大部分が1ji胞であったとしているが、 本実験では主に

幽糸体のJ!ラでイ'f. (fしていた。 さらに、 係仁 ・ 野村1 :3 2 )は、 JJl 1血凶場で発�l:

したキュウリのがんしゅ病形成こぶ内にrll 心組織として必ず常任官よね(道管

環紋残波)があることから、 本病原伝iの坂和jの増殖部位は維管米自!S (自rp管

または導管)にあるとし、 こぶ組織のj曽!とも維1177点部から始まっていると

舵察している。 本実験においてもこぶ組織には似の一部や維管よね梢造物が

合まれており、 その周辺細胞がとくに応"七していたことは認めれれたが、

それらの部位におけるみ;病原的ー の存在のイi flltはfifJらかではなかった。 しか

し、 こぶの形成部位と幽の存在部位の飢終結*は、 発桜l時の倣域潟がこぶ

形成のふL初の感染部位となっていることを|明確に ノJ'\すものと与ー える。

万、 こぶ組織は般の内革l'íと内皮および皮j語の柔組織に由米する増生細

胞により形成されており、 さらに、 こぶの表肘細胞は肥大していることが

|切らかとなった。 また、 先にもJiliべたように、 こぶ組織のr IJには維管よね儲

造物や分校似の 4郎が常に認められることが特徴的であった。

以Lのことから、 本州における病nSt脱線的の感染とこぶ形成には、 前主

であるメロンの発似機能が術iUに関係しているように考えられる白 一般に

tlt1物の似の分以は、 維;管よねの坂外Jffiにある内革ìljの細胞分裂により分以似の

版1&を'"1:じ、 その発育とともに維管*を取り[1J二|む柔和11胞の皮jぽをつき抜け

て、 発似によりJ立胞の倣地滑が形成されるら9 . 1 1 3 ) 。 そこで、 この倣壊潟

に集中した菌体はそこからある種の物質を産生し、 その作用により発般の
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ための制11 J自分裂を川市に活性化させ、 細胞のJ1l'l 11:.とj肥大を誘導して、 その

結以こぶをJf�造るものと推察できる。 このようなこぶ削減では、 J 1: 1j;-に先

板できなかった分校似は地生したこぶ組織111に封じ込められるために 、 こ

ぶ内には不規11リな配ダ1)となった維管点階造物が舵I認されるものと忠われる。

また、 第2章m 2節で述べたように、 形成初期のこぶでぶrmが['1く和協に

見える部分は、 こぶの増大によりぷ皮が裂けて滋出したイボ状を呈する肥

大栄組織利1 f泡であることがIりj 1'-1である。

ジャガイモそうか病以i �t工豆ptomyçes �ーç a_hj ��は塊芸仁の気孔の変化した

石い皮日が主�な感染ì''ri�位とされている'( Ll ) 。 また、 [1日付 ・ :仁j雄!日目)はサ

ツマイモ立，h�病的S. iQomQ�亘旦 の侵入が茎とx制では主に気イしからである

ことを明らかにし、 Clark and Matthews1ω) はs. L2_Q moea e によるサツマ

イモの似への感染は、 幽糸がひげt14にl立後貫入または表皮細胞の裂Hより

侵入すると報告している。 本試験では、 メロンがんしゅ病的は恨の表皮細

胞をl直後民穿せず、 {政域7l�などの表j立系111胞の裂けI J (['1然関lJ部)から表

層組織の細胞間|涼へのみ侵入し、 侵入後の宿主組織内部への活発な進民は

ほとんど行われないものと推定される。

こぶ組織を形j点する板顕がんしゅ病的の病JJ;t性発羽根強構については詳細

な報告がある231 0 また、 木本植物にもこぶを形成する細菌病があり、 病

原系111 UJの生成するオーキシンによって地生組織が誘導される2 3 ・ 1 1 9 ) 。 さ

らに、 新j属新種の細菌によるニンジンこぶ病でも、 病原性にオーキシンが

関係していることが示されている2 1] ) 。 一方、 他物放線的病の病徴発現に

関与している病原性物質についての研究は、 主にジャガイモそうか病(的)

で位進されている55 77 1 l blo また、 ?V� ) 1二 ・ 美浪1 1 6 )はテンサイそうか病

に関与する2 '" 3の病原菌(三位旦_g_Lg旦Y旦皇室 s p p . ) が、 テンサイ般および

ジ ャガイモ塊茎の病斑部の褐変誘導と肥大誘導物質を 生産することを 明 ら

かにしている。

したがって、 このようなこぶ形成における本病版脱線菌の行動の観察と

こぶ形成誘導物質等の関係については、 現花検討を続けている。
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加10 丘 病JJSi脱線的' の州JJ;i fl:と'fl'i 1:範UH

メロンがんしゅ病は|出l弱においてメロンの他、 キュウリにも先生してい

る。 しかし、 一般的に植物に病原性をノJ\す放線的はきわめて少なく、 さら

に、 メロンがんしゅ病的のような根の児常肥大をもたらす放線的はこれま

でに械的されていない。

そこで、 本 店ではメロンがんしゅ病的の病似性と的1: 範[Jl1をlリjらかにす

ることをi[ (I{Jとし、 野菜を".， 心に名将州11作物に後泊して発病状訓を比較 ・

検討した。

第1 t�Í 栽ItT 植物に対する准注 . rl-J. 1守後極による病}J;i牲の検定

メロンがんしゅ病的を坐育qrの植物の株兄1.:. 泌に溢?ì: . 出合後樋して、

発病のイf無とその程度を検討した。

材料および方法

メロンがんしゅ;丙的はB - 9 - 1， 0 T P - 3 - 1およびC u - 2 - 1 

の3的株(Table 9) を供試した。 後稲源の剥製は第4章第5 miと同様に

1rい、 その浪j交はがJ 10?cfu/mlとした。

ぷlt'f -t 1盆は、 iri J坂のはよ(尚品名: 自11時焼上， p H  6.8)をオートクレ

ー フでt史的後、 殺幽した山径10.5cmのポリポットに750 ml詰めたものを!日

い、 仙物の栽i庁管迎はガラス温 室 内で実 施した。

供試した栽培他物は、 Table 52に示したウリ科: 7紹， ナス科: 5種，

アブラナ科: 5ぬ， アガサ科: 2 f垂， キク科: 4種， セリ科: 3極， ユリ

科: 3 f重， アオイ科: 1極およびイネ科: 2樋の介訂. 9 f.斗32極で、 種子は
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Table 52. Plants used for inoculation of the pathogenic Streptomyce� sp. 

Family name 

Gourd 

Nightshade 

Mustard 

Goosefoot 

Composite 

Parsley 

Li ly 

Mallow 

Grass 

Plant (Number of tested cultivar) 

Melon(lO)， Cucumber(5)， Pwnpkin(6)， Watermelon(3)， 

Bottle gourd(2)， Oriental pickling melon(2)， Balsam pear(l) 

Tomato(5)， Eggplant(2)， Sweet pepper;bell type(l)， 

Sweet pepper;shishito type(l)， Potato(2) 

Cabbage(l)， Cauliflower(l)， Chinese cabbage(2)， 

Japanese radish(l)， Turnip(l) 

Spinach(l)， Chard(l) 

Lettuce(2)， Garland chrysanthemum(l)， Edible burdock(l)， 

Sunflower( 1) 

Carrot(2)， Parse(l)， Japanese hornwort(l) 

Welsh onion(l)， Onion(l)， Chinese chive(l) 

Okra(l) 

Rice( 1)， Corn (1) 

すべて5 %アンチホルミン液でぶ[白殺的した後、 1ポット当りl粒措極し

て松崎した。 接手IIIは、 生育程度により帰ぬ後2 � 5週齢の本長2枚j民開時

に実施し、 1ポット当り10m 1の後磁波、を他物の株元に濯注し、 そのj剖辺土

域と混合して行った。 後極40仁i後に他物の般を切断しないように水洗して、

こぶ形成の有無と形成こぶ数を調査し、 発病株ヰミを求め、 第8章第2節と

同 一 の JÆ準(F i g . 1 5， T a b l e  50 )により発病度を算出した。 また、 その

他により名植物に対する州原性の程度をー~十十+ の4段階に分けて表示し

た。

試験は1， IIの2回災施したが、 試験- IIでは仁記の柚物のうち5科20

極に対して接種した。 各植物の後極株数は供試菌株、 品植により若干呉な

るが、 1菌株 1日樋当り、 試験- 1では平均7株、 試験- II は5株を供試
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し、 さらに 、 それぞれ 3 株のあJ !'.日( 1!l�後純) I:;{をi設けた。 また、 ぷ験- 1 

の試験JVJ /111はB - 9 - 1 [�i株に ついては 3 )JドíI} "-' 5 J J ド 旬 、 o T P - 3 

- 1的株については9 ) J 111 il} "-' 1 2 JJ 上旬、 c u - 2 - 1的株については1 0 

刀中旬"-' 12)J卜-イJjに実施した。 試験- IIでは 3 [消株とも8 )J r!l Í1J "-' 1川上

旬に実施した。 なお、 試験期間111のガラス出室内のid低気出は200Cとした。

結 *

各他物に対する病}�t )�/tの程度をTable 53--1"-'Table 53-4にまとめて ノJ\し

。た

試験- 1 : 9科32樋に対するJ主砲 ぷ験

発病状況の詳細についてはAttached list 2 -1"-'Attached list 4-4にそ

れぞれ心した。

B - 9 - 1出i株の場合 ウリ科作物では僚組した7極29品極のすべてが

発病し、 カボチャの ‘ べんけい ' と ‘はやと' を|徐いては発病株主� 100%， 

発病j主25.0'"'-'89.2を示し、 とくに、 メロン， キュウリ， ユウガオに対して

強い病原性を示した。 また、 発病他物の1株当りの形成こぶ数ではメロ ン

が48.3仙で員長も多く、 カボチヤでは8.9何でぷも少なかった。 なお、 メド病

の検定植物としてmいているメロンの ‘健脚' は発病株主事100 %， 発病皮

75.0で、 比較的激しく発病し、 l株当り平均70個のこぶの形成が認められ

た。

ナス科作物では5極に後種した結巣、 供試したトマトの全5品樋にはい

ずれも100 %の発病株ギを認め、 その発病皮の平均は約30であった。 また、

その他ではナスの2 �71砲、 ピーマンの2品種において発病がみられたが、

発病株半は25.0'"'-'42.9%で低く、 発病度も10前後であり、 形成こぶ数も 3

個程度とトマトに比べ著しく低かった。 シシトウ， ジャガイモでは発病が

みられなかった。
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Table 53-1. Pathogenicity of three isolates of �treptrnり'çe_ê sp. causing root 

tumor of melon against gourd family plants by pouring and mixing 

inoculation 
一一一

Specles Cultivar 

B-9-1 

Isolate 

OTP-3-1 

Test- 1 Test- II Test- 1 Test- II Tes t- 1 Test- II 

Cu-2-1 

Melon Kenkyaku(Stock) 

Kosack 

Prince 

Kyoei(Stock) 

Amusu 

Homerunstar 

Nanshoarusu kashukei 

Andesu 

Michizure(Stock) 

Arususe i nuna t u 1 

Cucumber Asomidori 

IIijiri 

Suyo 

Honmyo 

Kagaaonagafushinari 

nu
 

Ln
 

ny
 

m
 

nド& Benkei(Stock) 

Hayato 

Ebisu 

Tetsukabuto 

Kurodane(Stock) 

Shintosa No.l(Stock) 

十4十d ) 十十

++十 十+

+++ 十十

十十+

++十 +

++ + 

++ 

++ 

++ + 

+++ 

++十 十

+++ 十+

十+ + 

+++ + 

+十

+

+

十

十

+

+

41

41

41

41
 

Watermelon Tenryu No.2 

Fuj ihikari 

Shimaomacks KE 

十++

++ 

++ 

++ ++ 

++ ++ 

卜| 十+

十 +

++ + 

十 十

+ 

十十

+ 

十

+ 

++ ++ 

++ + 

十十 ++ 

++ + 

十+ ++ 

十 ++

+ 

++ 

++ 

十

+

+

+

十

十

+

+

+

十

十

+

十

+

+ 

+ 

十

+

+

+

+
 

+

十

十

十

+ 

十 + 十
一一一一一一一一一一一ーーー 一一一一一 一一一一

Bottle 

gourd 

Sakigake(Stock) 

Kachidoki(Stock) 
一一 一一 一一一一一ー

Oriental 

pickling melon 

Yokauri 

Nagasakitsukeuri 

Balsam pear Satsumaonagareishi 

++ 

+++ 

+ 

+ 

十十

++ 

十

十

+ 

十 十

十十十

+十

十+

+ 

++ 

+十

+ 

+ 

十

++ 

十

+ 

十+ + + 

a) Symbol showed the grade of pathogenicity based on the disease severity; 
一:0 (not diseased)， +:<25， 十+:25-50， 十++: > 50 of di sease severi ty. 

Blank s pace:not tested. 
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Table 53-2. Pathogenicity of three isolates of Streptomyce号sp. causing 

Specìes 

root tumor of melon against nightshade family plants by pour、lng

and mixing inoculation 

Isolate 

Cultivar 
B-9-l OTP-3-1 Cu-2-1 

Test- 1 Test- II Test- 1 Test- II Test- 1 Test- II 

Tomato Yuyake A 

BF Okitsu No.101 

Zuiken 

Oomiya 

Petittomato 
一一一

Eggplant Kokuyo 

Kuronishiki No.2 

Sweet pepper Ace 

(Bell type) Mansaku 
一一一 一一一一一

Sweet pepper Wakato 

(Shishito type) 

Potato Dejima 

Mayqueen 

a) See Table 53-1. 

++己)

十+

++ 

++ 

十+

十

十

+ 

+ 

+ 十 + 

十 + 十

++ + 

+ 

+ + ++ 

+ 

十 十

+ 

十 + 十

ー 一一一一ー-

一一

十十 + 

+ 

+ 

+ 

+ + 

+ 

+ 十

十 十

+ 

一一一

一一一

アブラナ科作物では、 キャベツ， ハナヤサイ， ハクサイ， ダイコン， カ

フの5植のうち、 ハナヤサイのみに発病が認められ、 100 %の発病株主存と

32 . 1の発病j交を不し、 こぶ数も1 8 . 5 fl日でトマトと同程度の発病であ った。

また、 ハナヤサイでは似部に形成されるこぶ以外に、 I也際部に白色の表両

が滑らかな|主いこぶの形成も認められた。

その他の作物では、 アカザ科のホウレン ソウとフダン ソウ、 キク科のチ

ンヤ， ゴボウおよびヒマワリに発病を認めた。 一方、 キク科のシュンギク、

セリ科のニンジン， パセリ， ミツバ、 ユリ科のネギ， タマネギ， ニラ、 ア

オイ科のオクラ、 イネ科のイネ， トウモロ コシは 発病しなかった。 また、

発病したけIで、 フダン ソウ， チシャ， ヒマワリは激しく、 とくに、 ヒマワ

-137-



Table 53-3. Pathogenicity of three isolates of Streptomyçes sp. causing 

root t umor of melon against mustard family plants by pouring 

and filixing inoculation 

Isolate 

SpeCl es Cultivar 
B-9-1 OTP-3-1 Cu-2- 1 

Test- 1 Test-II Test- 1 Test- II Test- 1 Test- II 

Cabbage Fuj i wase il ) 

Cauliflower Nozakiwase ++ 十

Chinese cabbage Muso 

Shin NO.6 

Japanese radish Natuminowase NO.3 

P
 

.
、，Anu

 
FA
 

nu
 

中i Taibyohikari 

a) See Table 53-1. 

リでは発病j支58.3， 形成こぶ数43.2のr";Jい伯を示した。 また、 フダン ソウ

では ーヒ似のM自I�にいくらかのこぶが出i!107した大型のこぶを形成する場合も

認められた。 万、 ホウレン ソウ， チシャ， ゴボウでは極めて発病が応や

かで、 形成こぶ数も2. 8 � 6 (lQjで少なかったが、 チシャ ではそれ以外に主

根の長1mがそうか症状を呈する場合も認、められた。

o T P - 3 - 1的株の場合 ウリ科作物では、 メロンの 6鎚!出I ' で発病

度39 . 3， 形成こぶ数22 . 3 {1MをノJ\したように、 全体的にねやかな発病状況で

あったが、 7 ，ftIlすべてに発病はみられた。 しかし、 メロ ン， カボチャ， ス

イカではllA樋IHJに発病の州連が認められ、 rl rでもカボチャの 4 ベんけい '

と 6はやと ' 、 およびスイカの 6 天竜 三サ' と ‘i話土光' ではま ったく発

病しなかった。 一店、 キュウリ， ユウガオ， シロウリの全品極、 ならびに、

メロンの ‘健j同J' ， ‘ コサック ' ， ‘ プリンス ' ， ‘ アンデス ' では発 病

株主�100 %を示し、 発病j主も25.0�39.3の範ILHにあった。
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Table 53-4. Pathogenicity of three isolates of Streptomyces sp. causing 

root tumor of melon against other family plants by pouring 

and mixing inoculation 

Family Specie Cultivar 

B-9-1 

Isolate 

OTP-3-1 Cu-2-1 

Test- 1 Test- II Test- 1 Test- II Test- 1 Test- II 

Goosefoot Spinach Atorasu +d ) 十

Chard Shiroguki ++ + ++ + 

Composite Lettuce Greatrekusu No.54 ++ (+) (ト)

Garland 

chrysanthemum 

Sakuramento 

Oobashingiku 

+ 

Edible burdock Watanabewase 十

Sunflower 
一一

Dairinhimawari +++ 
一一一 一一

+ 

+ 
一一一一

Parsley Carrot Shinkurodagosun 

Oonaga 

Lily 

Mallow 

Parse Maruta 

Japanese hornwort Shiroguki 

Welsh onion Kintyonegi 

Onion Unzengokuwase 

kitamanegi No.1 

Chinese chive Hirohaba 

Okra Betterfive 
一一一一一 一一 一

一

Grass Rice Nihonbare 

Corn Honeybantam 

a) Symbol showed the grade of pathogenicity based on the disease severity; 

一:0 (not diseased)， +: <25， ++:25-50， +++: >50 of disease severity， 

(+):recognized root scab but formed root tumor. 

Blank space:not tested. 
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ナス科作物では、 トマト， ナス， ピ ーマンで発的がみられ、 rllでもトマ

トの発病は平均発病妹ギが88.0%， 発�lj'J }交が23.5を ノJ\し、 ナス， ピーマン

に比べ似しかった。 しかし、 形成こぶ数は非常に少なく、 大ì'ilS分が5 {凶以

Fであ っ た。 なお、 ナスの ， �，l\\釘i J if' では発州しなかった。

アブラナ科作物では、 ハナヤサイのみに14.3%の発病株主存を認めたが、

発病皮 3. 5， 形成こぶ数1例を示す極めてi陪微な発病状況であった。

その他の作物では、 ホウレン ソウ， フダン ソウ， チシャ， ゴボウおよび

ヒマワリで発病が佐認、された。 しかし、 チシャの病徴は彼自fSに典!型的なこ

ぶの形成はみられず、 地|療郎のfl{のぷrúíにそうか状のj'é常が認められる程

度であった。

C u - 2 - 1的-株の場合 ウリ科作物では、 メロンの 6鎚)出J ' に85.7%

の発病株率と21 .4の発州j主， 形成こぶ数 1.2 (闘を示し、 全般的に緩慢な発

病状況であった。 また、 後極した7碕'11カボチヤとスイカの全品種で発病

を認めず、 メロンでも ‘姐栄' ， ‘ ホーム ランスター ' では発病しなかっ

た。 発病皮は、 メロンの ‘ プリンス' と ‘ アム ス' 、 シロウリの ‘ 長崎演

瓜' において25をぶした以外は、 発病がみられた場合でもそれ以下の比較

的低い伯であった。

ナス科作物では、 他の2的ー株と同伎にトマト， ナス， ピ ーマンで発病し

たが、 発病)支25以下 ， 形成こぶ数も3 {1M以下を/戸す発州であった。 なお、

ピーマンの ‘満作 ' では発病がみられなかった。

アブラナ科作物の5組では発病はみられなかった。

その他の作物では、 フダン ソウとチシャがいずれも71.4%の発病株主存で

あったが、 レタスでは典型的なこぶの形成は認められなかった。

以上のように、 メロンがんしゅ病的は9科32fillの他物のうち、 B - 9 -

lおよびOTP- 3-1rÆÎ;t.朱では5 ，f.斗16 flliに対して、 また、 c u - 2 - 1 

菌株では5 l斗9極の植物に対して病原性を示した。 なお、 ウリ科作物では

根日I�に形成されるこぶのほかに、 土中に埋まった下院制部においてもこぶ

の形成が認、められた。
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試!投- II: 5存↓20:tをに対するfi< f事J式!検

発病状況をAttached list 5-1�Attached list 7-4にぶした。

B - 9 - 1 I�j t米の場合 ウリ科作物では供試したすべての6 HIに発州が

みられた。 しかし、 キュウリ， ユウガオ， シ 口ウリではU供� å試式した全lJI1い11

発州がみられたカがi、 メロンの ‘市勝アールス反秋系' 他3 M極、 カボチヤ

の ‘新t {J_êーリ' 他2 {rrJl極、 スイカの供試2 ，11(11 flHでは発病が認められなか

った。 また、 全般的に州勢はねやかであったが、 メロンの ζ健j凶J ' では発

病皮3 1 .3， 形成こぶ数1 3 . 1 {闘を ノI\し、 以ーも激しく発州した。

ナス科作物では5砲に後極した結果、 トマト， ナス， ピーマンで5� 20 

の発病皮がみられたのに対し、 シシトウ， ジャガイモでは発病しなかった。

また、 トマトの ‘おおみや' ， ナスの ‘5，1\� I場' ， ピーマンの ‘ エー ス' で

は発病がみられなかった。

アブラナ科作物では、 試験した5極に対していずれも発病はみられなか

った。

その他の作物では、 アカザ科のフダン ソウにのみ発病皮 1 0を示すこぶの

形成が認められた。

o T P -3 - 1菌株の場合 ウリ科作物では、 B - 9 - 1的ー株と類似の

結果が何られたが、 発病しなかったJ111樋が若干見なった。 また、 メロンの

‘健脚' は発病j支43.8， 形成こぶ数22.9で、 ぷも激しく発病した植物であ

った。

ナス科作物では、 B -9 -1菌株と111J極、 同1111jI樋において発病が認めら

れた。

アブラナ科作物5極においては発病はみられなかった。

その{也の作物では、 ホウレン ソウ， フダン ソウ， シュンギク， ゴボウは

発病しなかった。

CU -2-11岩株の場合 ウリ科作物では、 スイカの3品極はまったく

発病しなかった。 メロンでは供試9 M種ql ‘健闘J ' が発病度25を示した以

外発病しなかった。 しかし、 キュウリは発病株率20% ， 発病度5.0� 10.0 
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と低いが、 供，i式5 1'11'， Nlのすべてに発州がみられた。 また、 シ ロウリでも供

試した2 i，，'， N.で発州をl認め、 カボチャ では5 1'"'' .Hi '11 2 1'，，'， iÆで先州した。

ナス科作物では、 先の2 �î株で発的したのと[，ï]伎の位において発病がみ

られたが、 トマトの5 ，'，，'，段'1' 3 ，'，，1，組、 ナスの ι店、� I場' では発病しなかった。

また、 それらの発病皮は5 '"'-' 20と低く、 形成こぶ数も2. 5 ([61以ドでお:しく

少なかった。

アブラナ科作物では免州はみられなかった。

その他の作物では、 アカザ科のホウレン ソウにおいて発病皮5 ) 形成こ

ぶ数1 flMを示すl陀微な発病がiir、められたのみであ った。

以上、 供試した作物5 ，f斗20樋のうちB - 9 - 1的はでは3科1 0極、 o T 

P - 3 - 1的株とC u - 2 - 1的株ではいずれも3科9極の植物に対して

病原作をノJ ;;した。

第2 flfî A& ttf植物に対する出和接極汚染I�場による病原性の検定

接M汚染I� Í_Mに幡随した他物の発病について検討した。

材料およびJj法

供試的株、 J去極討1);(のI庁長 ・ 謝!w、 供ぷL上京および発病状況の調査方法は

前首iと|訂l伎である。

接胞に供試した植物は、 前節jの試験において発病を認めた作物をIr' IL\に

6科24.f唱とした。

桜手'ftは、 杭tì'f I�境に犬、Iし0.05% (V/V)祉の抜陸泌を卜分に出布lしてガ

フス71J�宅内に 1日間静位したものを接種汚染土峻とし、 これにそれぞれの

他物の柏子を帰極して行った。 J舟崎50 il後に発病状泌を制をした。

各植物は1鉢(直径10.5cm) 1粒幡極し、 1出i株について1 6Cl極吋りギ
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均5鉢をUE試し、 また、 それぞれについて3鉢の対J!日( 1以後川)以をl世け

nu
 

た

試L検は、 B-9-11消4朱とc u - 2 - 1伝î t.朱については4 Jl "1 fJj '" 8 } J 

F七jに、 o T P - 3 - 1的ー株については4汀F 旬'" 8 )Jドイリに夫'施した。

なお、 試験JUJ IIU 11 rのガラス?hil室内のhl低気iluiは250Cに維持した。

結 果

各極仙物に対する病Jh(性はTable 54- 1"'Table 54-4に、 それらの発病状

泌をAttached list 8- 1 "'Attached list 10-4 に、 それぞれ ノ長した。

第l節とIIIJ t.ぷに供試した3的ー株それぞれについて 、 後極した他物の発病

状況をまとめて述べると次のようになる。

B - 9 - 1的株の場介 ウリ科作物では、 !日間iの試験- 1で供試した7

極に対して後柿したがjl具、 ツルレイシを除く6極において発病がみられた。

メロンに対しては、 1 0 i山1日111， .f樋重|川小|い1 ‘ ア一ルスセイヌ 五μ1 1 ' はグ発在J拘払州A内iりjしなカか3つたが 、

他の/品i

もi激;般故しく、 1株E当り平均63.2他lのj伝hえこぶ数を ノ)\した。 また、 キュウリ，

スイカ， ユウガオ， シ ロウリは全供試品種において発病し、 とくに、 キュ

ウリとシロウリではすべてのんIl砲で 1 00 %の発病株本を認め、 形成こぶ数

はそれぞれ平均1 1 . 8仙と 1 3 • 5 fl日で、 これはメロンの平均 1 9 . 7個に次いで激

しい発病であった。 一万、 カボチヤでは6品種rl r 2日I極が発病しなかった。

ナス科作物では、 5樋のうちトマトは全品種で発病がみられ、 その平均

発病株本は53 %， 発病j交 1 3. 3， 形成こぶ数4.9 を ノ示した。 その他では、 ピ

ーマンの ‘ エー ス ' が発病度5， こぶ数1 {闘で極めて11当微な発病であった

が、 ナス， シシトウ， ジャ ガイモは発病しなかった。

アブラナ科作物では供試5樋のいずれも発病はみられなかった。

その他の作物では、 3科8種のうちキク科のヒ マワリにのみ 1 00 %の発

病株本がみられ、 発病皮40， こぶ数25.8悩であった。
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Table 54-1. Pathogenicity of three isolates of Stre�tomyces sp. causing 

root tumor of melon against gourd family planls by soil 

íncorporating inoculation 
一一一一一 一 一一一一一一

Specíes Cultivar 

B-9-1 

Melon Kenkyaku(Stock) 十++iJ)

Kosack 十+

Prince 十+

Kyoei(Stock) 十十

Amusu 十+

Homerunstar ++ 

Nanshoarusu kashukei 十+

Andesu 十+

Michizure(Stock) 十十

Arususei nunatu 1 

Isolate 

OTP-3-1 Cu-2-1 
一一一一一 一

+++ +++ 

十+ 十十十

十 十十十

+十 十十十

++ 十++

++十 +十十

+ 十+

十 +十+

+++ ++ 

十十

Cucumber Asomidori 

Hij iri 

Suyo 

十

+

十

lT

lT

4T

 

十++ ++ 

++ 十+

十十十 +++ 

-t ++ 十++

十十 十+

Honmyo ++ 

Kagaaonagafushinari ++ 

nu
 

.
，BA

 
-bA
 

D&
 

m
 

nu
 

nド& Benkei(Stock) 十 十

十

+ 十

+ 十

++ 

十+十

Hayato 

Ebisu 

Tetsukabuto 

Kurodane(Stock) 

Shintosa No.1(Stock) 

lT

IT

iT

E十

'T
 

lT

IT

IT

 

+
 

Watermelon Tenryu No.2 

Fujihikari 

Shimaomacks KE 

ふl

iT

ITiT
 

+ 

十

十

+tT
 一

Bottle Sakigake(Stock) 十十

gourd Kachidoki(Stock) + 

Oriental Yokauri 十十

pickling melon Nagasakitsukeuri ++ 

+十十

十十

十十+

+++ 

十十 十十+

++ 十++

一一一一一一 一一ι ー一 一

Balsam pear Satswnaonagarei shi 十 + 

一一一 一 一ー一一一一 一一

a) See Table 53-1. 
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Table 54-2. Pathogenicity of three isolates of Strep包旦�s sp. causing 

root twnor of melon against nightshade family plants by soil 
incorporating inoculation 

一 一一一一一一 一← 一一 一一一一 一一一一一

Tomato Yuyake A 
BF Okitsu No.101 

Zuiken 
Oomiya 
Petittomato 

+al 

+ 

+ 

+ 

十

Isolate 

OTP-3-1 Cu-2-1 
ー一一 一

+ ++ 

+ + 

十 + 

+ + 

+ ++ 

Species Cultivar 
B-9-1 

Eggplant Kokuyo 
Kuronishiki No.2 

一 - 一

FA
 
ρu

、l/

ny
ρU

 

D&

D‘
 

e

HJ

 

D&
ふし

+L

、14

ρU

1i
 

e
e

 

w
nb

 

n、u

rth、

Ace 
Mansaku 

十

Sweet pepper Wakato 
(Shishito type) 

Potato Dejima 
Mayqueen 

a) See Table 53-1. 

o T P - 3 - 1菌株の場合 ウリ科作物では、 B - 9 - 1的ー株で発病し

なかったツルレイシ を 含 む 7 極に発病がみられた。 しかし、 メロン， カボ

チャ， スイカでは発病しない品種も認、められ、 メロンの ‘ アールスセイヌ

亙1 ' ， カボチャの ‘はやと' と ‘新 -t {A正
r-ニI ， 
コ スイカの ‘ 天竜二号'

と 6富上光' は発病しなかった。 一方、 キュウリ， ユウガオ， シロウリで

はB - 9 - 1菌株と同般に供試全品種に発病がみられた。

ナス科作物では、 トマトは全品極で発病株ギ20"-' 60%の剖合で発病した

が、 B - 9 - 1菌株で発病したピーマンでは発病は認められなかった。

アブラナ科作物では、 同様に供試した5極のいずれも発病しなかった。
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Table 54-3. Pathogenicity of three isolates of Stregtomyçes sp. causing 

root tumor of melon against mustard family plants by soil 

íncorporating inoculation 
一一一一一一一

Isolate 

Species Cultivar 
B -9- 1 OTP-3-1 Cu-2-1 

Cabbage Fujiwase a 1 

Caul i flower Nozakiwase 

Chinese cabbage Muso 

Shin NO.6 

Japanese radish Natuminowase NO.3 

D&
 

・
司4ふn

 
FA
 

HU
 

巾i Taibyohikari 

a) See Table 53-1. 

その他の作物では、 B - 9 - 1菌株と同様にヒマワリで発病株半100 %， 

発病皮35 .0， こ ぶ 数 1 8 . 2 {Iùiの比較的激しい発病がみられたが、 他の3科7

種では発病しなかった。

C u - 2 - 1的-株の場介 ウリ科作物では供試した7極29品極のすべて

に発病が認められ、 メロンの ‘健)出J ' は発病皮100， 形成こぶ数190 .4 で

全般的に激しい発病状況であった。 その111でもメロンの ‘I将勝アールス夏

秋系' と 4 アールスセイヌ夏1 ' ， キュウリの ‘加賀育長節成' では発病

株半は100 %であったが、 発病皮は25を示す軒い発病であった。 また、 カ

ボチャの ‘べんけい ' ， スイカの ‘ 天竜二号' と ‘富士光' ， およびツル

レイシでは発病株率も低い値であった。

ナス科作物では、 o T P - 3 - 1菌株と同じくトマトにおいてのみ全品

種に発病がみられたが、 発病度は15'"'"' 30と比較的低い他を示した。 他のナ

ス科値物では発病はみられなかった。
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アブラナ科作物では、 先の2 I足i株と[rr]伎に供試した5杭すべてに発州は

みられなか った。

その他の作物でも、 3科8純の仙物うちヒ マワリにのみ発州j長80， 形成

こぶ数9 1 • 8 flr�で、 激しい発病がiÎ，定、められた。

Table 54-4. Pathogenicity of three isolates of �tr�2tom�es sp. causing 

root tumor of melon against other family plants by soil 

incorporating inoculation 
ーー一ーー『ーーーーーーーーーーー一ー司自--ーー一一『ー._--�=�=ーニーー-ユ目ーーーー

Family Species Cult i var 

Goosefoot Spinach Atorasu 

Chard Shiroguki 
一 一一一 一一一

Isolate 

B-9-l OTP-3-} 

一一一 一一一

Composite Lettuce 

Garland 

chrysanthemum 

Greatrekusu NO.54 

Oobashingiku 

Edible burdock Watanabewase 

Sunflower Dairinhimawari 
一一一一一一

Grass Rice Nihonbare 

Corn Honeybantam 

a) See Table 53-}. 

++ 十+

一一一一

Cu-2-} 

+++ 

以仁のように、 混不11接種した汚染上波で栽培した場合の発病試験の結巣、

供試3的株のいずれも3 f.斗9樋に対して病j点性を示したが、 B - 9 - 1菌

株はツルレイシでは発病せず、 ピーマンにこぶの形成がみられ、 他の2菌

株はピーマンでは発病せず、 ツルレイシに発病がみられた点で菌株間に差

があった。 なお、 j以後極l豆ではすべて先病は認められなかった。
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第3 t!ìj 考 紫

分離したメロンがんしゅ病的から3 I泊株を選び、 名l泊株に ついて各陣作

物に対する僚組試験を行った紡巣、 的株， 試験n�f WJ) J長極jj法により発病

にかなりの相述が認められた。 しかし、 いずれの菌株も宿主範凶には足先

がなく、 ウリ手斗のメロン， キュウリ， カボチャ， スイカ， ユウガオ， シロ

ウリ， ツルレイシの7柏、 ナス科のトマト， ナス， ピ ーマンの3極、 アブ

ラナ科ではハナヤサイの1組、 アカザ科のホウレン ソウ， フダン ソウの2

種、 キク科のチシャ， ゴボウ， ヒ マワリの3樋の合計5科1 6樋のj実情植物

に対して病j京性のあることが明らかとなった。

ウリ科作物に対して3的株は広範凶に病原性を示し、 qlでもキュウリと

シロウリでは、 3的株の3 r日!の試験で接極したすべての品種が発病し、 メ

ロン， カボチャ， スイカでは試験によってはんII純と的株間に発病しない場

合も観察された。 これらの相迫は、 試験WJ間を秋月!の抑制メロンのj実情H寺

JVJと合わせて実施した第1 mìの試験- 1でのo T P - 3 - 1的株とC u -

2 - 1的株の結果、 ならびに、 試験一IIにおける全的株の結栄において若

しかった。 これらは後随後の栽培WJ闘が秋山jの低温WJにおよんでいたため、

本菌の生育適温が27"-' 3 3 ocと比較的高いことから、 本試験を;Æ施した秋期

では的の活動が低下したものと考えられる。 このことは、 本病の発生がと

くに温度条件に左右されやすいことを示唆している。 また、 このことに関

辿して係工 ・ 町村1 J 2 )は、 キュウリがんしゆがjが1 50C以Fの地出では発生

しなかったことを報告している。 一方、 試験条刊二によってある他物に対す

る 病原性 に 差wがみられるのは、 病原!半j株間jのがi mi性の強弱に起因してい

ることも考えられる。

したがって、 このような環境条件の走による発病の州連を病原性の強弱

として考えるならば、 本菌のウリ科作物に対する病郎性はキュウリとシロ

ウリに対して比較的強く、 次いでユウガオがあげられる。 - }j、 多くのJ実

情品極が分化しているメロンでは品種により寄生性の紅度が異なり、 カボ
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チヤ とスイカに 対 し て は 仙 のウリ 科 作 物より が.J lJ;i Jドtは仏j い ように出われる。

rll山匂心) は、 胤地発生汚染t�境で科極作物のづê if，Î，lのイi 1!l�をI試験した結*、

メロ ン， キュウ リ ， ユ ウ ガオ では発 州 したが、 カボチヤ で は発 病しなかっ

たとしている。 しかし、 川熊本以民業試験場ò l) ) におけるその後の試験で

は、 供試したカボチャ8品極のうち ι くろだね ' ， g新よ佐一日' ， ‘近

j戊芳丹' の3 ，r1'!1 fil1 におい て 発病 を認、 め て おり、 本試験におい て も前 2 品 極

に対するかJ JJ�i性は他説、されている。 さらに 、 係I � ・ 野村1 :3 2 )はカボチャ台

キュウリで発病した別地汚染仁境でのいj伎の試験で、 供試した全品悼のカ

ボチャがとくに激しく発病したことから、 ノド病の発病における宿主に対す

る特民性の!f= .(iをノJ� I唆し て いる。 しかし、 分雌が.J JJ�(幽株を 後極した本試験

に お い て は、 メ ロンから タ〉離 し たB - 9 - 1 !泊4米お よ びo T P - 3 - 1的ー

株とキュウリから分雌したC u -2- 1!通株間で病以性に特W (J<Jな相途は

認められず、 その存在は|明flではなかった。

一方、 メロンでは同係に現地発生約染J�岐によって 、 111 熊本店(民業試験

場b b ) で1 8，rïft問 につい て 、 また、 宮崎県総介民業試験場9 J ) では23品極に

つい て 発病試験がなされ て いるが、 その結*でも品極 によっ て 発病の有無

が認められている。 本試験においても試験条件によっては発病し なくなる

川種もみられ、 とくに、 ‘ アールスセイヌ反1 ' は本病に 比 較 的 低抗性で

あるように忠われた。 一方、 ‘住II J出J ) に刈し て はみ;病jボ放線的ーは全試験を

通 じ て す べ て に強 い 病原性 を 示 した。 本研究 では こ れ ま で 6 健脚 ' を本病

の発病試 験のた め の 検定植 物 とし て 川 い て き たが、 これらの結栄よりこの

品種の深川は適切 で あったことが確認された。

さらに、 キュウリの供試全品種で発病したこと、 スイカでは品樋間に発

和jがwなる点など におい て 、 本試験の結!+ミはJJ�地発生汚染上場 による!日熊

本県民業試験場6 Ô ) での 試 験 結以 と 一 致 し て いる )� も 多 い 。

ナ ス 科作物 に 対 する 寄生 性の 結以 は 係 に ・ 町 村 1 3 
2 Iの報告と一致したが、

IH熊本県農業試験場6 5 ) の 結果 では トマト ， ナ スは発 病 し て い な い。 本 試

験 で は トマトに対し て は3 的株 とも 比較的強 い 病原性 を示 したが、 メ ロン
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やキュウリに比べるとかなり弱いように出われる。 また、 ト マトに形成さ

れたこぶはウリ科flll物のそれと比べた場介、 似，'，身が!膨大したようになり

その - ffl�がくびれたような政状をぷすものも多く認められるのが特徴であ

る。 さらに、 発病したナスとピー マンでは、 )f� h比こぶも小型でわずかであ

ったこと、 および、 港注 ・ 混合接極した試験- 1， IIにおいて発生が多い

にもかかわらず、 il.J.和桜極上域での試験ではほとんどが発病していないこ

とから、 これらの他物に対する本州JJ目的の病凶作はさらに弱いものと与え

られる。 -- jj、 後組したぽíMや後極}j �.去の迎いが発病のイJ無に関与してい

るようにもjUわれる。 すなわち、 濯?t ・ 出i今後砲では、 後極的民が�u.和後

極土取のが] 2 7 {�� 11:となっており、 さらには、 株九のL境と出羽lする際に 一

部の似を似つけることも与えられるため、 これらのことが発病を促す ー誘

凶となっていることも推測される。 また、 ハナヤサイ， ホウレン ソウ， フ

ダンソウ， チシャ， ゴボウの発病においても[6]伎の傾向が伺われた。

このように、 准注 ・ 混合接樋と混布l仁域後極!日!に発病に迷いが認めらる

街-J� fu'f物も作花したことから、 後極的はならびに植物における傷の有無と

発病との関係についてもさらに検討を加える必要がある。

したがって、 これらのことを考慮すると、 本病原脱線的の宿主植物とし

て佐認された5科1 6極の植物のr!lでも、 7極のウリ科他物とト マトならび

にヒ マワリの3科9樋に対してはとくに強い病原性を有するが、 その他の

2科7極に刻しては病原性は払jいものと考えられる。

係r ・ 野村J 3 2 )は本州発生汚染上境において、 ウリ科の4樋， ナス科の

3樋， マメ科の3極， キク科の5樋， イネ科の1種， アブラナ科の4樋，

ユリ科の1極の作物に発病を認めているが、 ノド試験ではそれらの巾の キャ

ベツ， ハクサイ， ダイコン， カブ， シュンギク， ネギ， トウモロ コシにお

いては発病を認めなかった。 また、 マメ科作物に対しては似粒細菌との重

被官'1:の可能性の点から、 本試験では対象植物から除外したが、 これらを

含めた上記の作物に対する検討も必要である。

従米 までの試験では病原菌の分雌が不成功に終わっていたため、 すべて
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現地発生の 汚 染 上 場を用いての発病試験であった。 したがって、 本試験の

ような分雌病原菌株の接極による試験結栄とは多少災なってい るものと考

えられる。

これまでに現地闘場で発病が確認されている作物は、 メロンとキュウリ

ならびにカボチャ台キュウりではあるが、 本試験で発病が認められたこれ

以外の作物においても栽泊係式の変化によっては発病する可能性があり

今後も検討を要するものと忠われる。
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